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無病息災！ いい一年になりますように！
児童館・保育園　節分の豆まき

関係記事は裏表紙に掲載



　
新
春
の
引
き
締
ま
っ
た
空
気

漂
う
一
月
一
二
日
（
日
）、
生
坂

村
消
防
団
出
初
式
を
生
坂
中
学

校
体
育
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。
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史
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績
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司
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団
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腰
原
　
崇
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第
三
分
団
団
員
　
丸
山
　
輝
彦

　
式
典
で
は
、
退
団
者
へ
感
謝

状
を
、
団
員
に
は
長
年
の
功
績

の
あ
る
者
に
対
し
て
各
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、村
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

ま
す
。

　
活
動
に
は
、
ご
家
族
や
村
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
必
要
で

す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。�

（
敬
称
略
）
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澤
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澤
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澤
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澤
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澤
　
友
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司
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績
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一
分
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上
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○
松
本
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協
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一
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副
分
団
長
　
藤
澤
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績
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副
分
団
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宮
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第
一
分
団
部
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小
池
　
勇
次

精

勤

章
（
四
名
）

第
二
分
団
団
員
　
中
澤
　
　
柊

第
三
分
団
団
員
　
山
本
　
広
野

第
三
分
団
団
員
　
佐
久
間
拓
郎

第
三
分
団
団
員
　
藤
澤
　
敏
樹

○
生
坂
村
消
防
団
長
表
彰  

勤
続
功
労
章
（
一
名
）

第
一
分
団
部
長
　
小
池
　
勇
次

功

労

章
（
三
名
）

本
部
班
長
　
関
口
　
広
行

第
一
分
団
班
長
　
成
田
　
智
英

第
三
分
団
班
長
　
花
房
　
　
篤

精

勤

章
（
三
名
）

第
二
分
団
団
員
　
中
澤
　
　
柊

第
三
分
団
団
員
　
佐
久
間
拓
郎

第
三
分
団
団
員
　
藤
澤
　
敏
樹

新
年
の
伝
統
行
事

令
和
七
年 

生
坂
村
消
防
団
出
初
式

　
令
和
六
年
中
は
、
村
内
で
建

物
火
災
の
発
生
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
豪
雨
に
よ
る
内
水
の
防

御
な
ど
、
天
災
の
怖
さ
を
感
じ

ま
し
た
が
、
日
頃
の
予
防
消
防

に
徹
し
た
団
員
の
努
力
や
、
各

区
に
よ
る
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、村
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
・
防

災
意
識
の
高
ま
り
も
感
じ
る
一

年
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
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令
和
ࣣ
年
の
新
春
を
ܴ
͑
一

月
一
࢛
日（
火
）に
生
坂
村
լ
ࢺ

ަ

ձ
を
や
ま
な
Έ

大
ϗ
ồ

ϧ
で
։
࠵
し
ま
し
た
。

　

日
は
、
ࠃ
ձ
ٞ
員
と
ݝ
ٞ

ձ
ٞ
員
、（
ג
）
দ
本
山
雅
の
小

澤
ࣾ
長
に
དྷ
ෂ
と
し
て
ご
ྟ
੮

い
た
だ
き
、村
ٞ
ձ
ٞ
員
、区
長

を
は
じ
め
と
す
る
村
内
各
団
体


の
皆
さ
ん
か
ら
出
੮
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
村
長
式
ࣙ
で
は
、
村
が
औ
り


ん
で
い
る
各
छ
ࣄ
ۀ
、
ࠓ
年

औ
り

ん
で
い
͘
ࣄ
ۀ
に
ͭ
い

て

さ
れ
、
ද
জ
者
の
皆
さ
ん

に
Ͷ
͗
ら
い
の
ݴ
༿
が
ड़

ら

れ
ま
し
た
。
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ࠪ
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野
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ڠ
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લ
生
坂
支
部
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吉
　
澤
　
໌
　
彦


林
水
産
物
生
産
者

߹

લ

߹
長

　
　
平
　
林
　
敏
　
生

લ
副

߹
長

　
　
平
　
林
　
Ү
　
༤

લ
副

߹
長

　
　
平
　
林
　
ඒ
　


ֆ
ը
د
贈

　
　
ਐ
　
藤
　
　
　
࠼

૯
߹
ද
জ
式
で
は
、
લ
年
ま

で
各
分
野
で
村
の
発
ల
の
た
め

に
ご
ਚ
力
い
た
だ
い
た
ํ
な
ど

出
੮
さ
れ
た
ޒ
໊
の
皆
༷
に
、

村
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
ఄ
が
行

Θ
れ
ま
し
た
。

贈
ఄ
の
ޙ
、消
防
、防
災
力
の


上
の
た
め
ご
ਚ
力
し
て
こ
ら

れ
た
લ
消
防
ҕ
員
長
の
竹
内
元

ݾ
さ
ん
がủ
消
防
ҕ
員
・
消
防
ҕ

員
長
と
し
て
৬
務
に

た
っ
て

き
た
が
、
大
ա
な
͘
৬

を
શ

う
で
き
た
こ
と
は
、
ͻ
と
͑
に

関

皆
༷
の
ご
ڠ
力
と
、
ご
支

援
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い

る
。消

防
団
活
動
は
、
村
民
の
皆

༷
ͦ
し
て
Կ
よ
り
も
ご
家
族
の

ご
理
解
と
、
ڠ
力
が
な
͚
れ


成
り
ཱ
た
な
い
。
引
き
続
き
皆

༷
の
ご
理
解
・
ご
ڠ
力
を
お
願

い
し
た
い
。
ࠓ
ޙ
も
村
の
発
ల

の
た
め
ڠ
力
し
て
い
き
た
い
。Ứ

と
、
受

者
を

ද
し
て
謝
ࣙ

を
ड़

ら
れ
ま
し
た
。

受

者
は
次
の
ํ
ʑ
で
す
。

健
߁

ࢱ
՝
の
৬
員
が
๚


し
て
お

を
ฉ
͘
中
で
、ủ
一
人

で
お
෩
࿊
に
ೖ
れ
る
͚
れ
ど
、

お
෩
࿊
に
ೖ
っ
て
い
て
Կ
か
あ

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
ộ
Ứと
、ෆ

҆
な
思
い
を
๊
͑
て
い
る
ํ
が

ଟ
͘
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
ํ
を
対

に
、

ࣾ
ձ

ࢱ
ڠ
ٞ
ձ
の
ڠ
力
を
ಘ

て
、ủ
は
る
か
ͥ
Ứ
で
の
ೖ
ཋ
支

援
を
࢝
め
ま
し
た
。ủ
は
る
か

ͥ
Ứで
は
、
ֻ
͚
し
て
͘
れ
る

人
が
い
て
、
一
人
で
Ώ
っ
͘
り

お
෩
࿊
に
ೖ
っ
て
い
た
だ
͘
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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༻
ྉ
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ޒ
ʓ
ʓ
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˙
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߹
Θ
ͤ

生
坂
村


健
߁

ࢱ
՝

（
健
߁

理
η
ϯ
λ
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）

ὸ
六
ô

三
ޒ
ʓ
ʓ

令
和
七
年
生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

令
和
七
年
生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

ଟ
͘
の
͝
དྷ
ෂ
͝
ྟ
੮
の

ͱ
૯
߹
ද
জ
式
Ͱ

ೋ
࢛
໊
の
ํ
ʹ
ײ
ँ
ঢ়

令
和
七
年

令
和
七
年  

生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

生
坂
村
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

多
く
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
総
合
表
彰
式
で
九
名
の
方
に
感
謝
状

多
く
の
ご
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
総
合
表
彰
式
で
九
名
の
方
に
感
謝
状

入
浴
支
援
の
ご
案
内

入
浴
支
援
の
ご
案
内

はるかぜのお風呂
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種類 学校種別 貸与額

修学資金

国公立高校 月額15,000円以内
私立高校 月額20,000円以内

国公立大学 月額30,000円以内
（自宅外は月額40,000円以内）

私立大学 月額40,000円以内
（自宅外は月額50,000円以内）

入学一時金
私立高校 100,000円以内
国公私立大学 200,000円以内

村では、未来を担う若い世代を応援するため、奨学金の貸与（無利子）を行っています。
生坂中学校卒業生で、高校、短期大学や大学に入学・修学する際にご利用できます。

寄せられた意見は計画への反映を検討した後、意見概要と意見に対する考え方を公表します。
※原則、意見は公開しますが、意見への直接回答はいたしません。

Ӿཡॴ　生坂村ホームページ、健康管理センター、
　　　　　Ｂ＆Ｇ海洋センター、児童館、子育て支援センター
ରɹ　　村内在住の人
ҙݟͷఏग़ํ๏　様式自由。案件名・住所・氏名・連絡先を記入して意見箱（閲覧場所に設置）
　　　　　　　　に投函、ＦＡＸ、郵送または直接
కɹ　　ྩ��݄�ʢۚʣ·Ͱ
ఏग़ɾ߹ઌ　生坂村教育委員会
　　　　　　　〒399-7201長野県東筑摩郡生坂村6002-1　TEL：69-2087　FAX：69-3390

・貸与要件等詳細は、教育委員会事務局（電話69-2087）へお問い合わせください。
・奨学生選考委員会で申請内容を審査の上、貸与を決定します
・返済は貸与した期間の３倍以内の期間で行っていただきます

【定住やＵターンによる返済免除】
　大学等卒業後、村内に定住やＵターンをしていただいた場合、奨学金返済の一部を免除
します。大学等卒業後、１年以内に就労及び村内に居住し、５年（高校や短大の場合は４年）
以上の村内居住を誓約いただける場合は、１年度あたりの返済額の30％を上限に免除しま
す。また、引き続き村内居住が８年（高校や短大の場合は６年）経過した場合、以後の返済
を免除します。

ੜࡔଜֶۚΛ͝ར༻͍ͩ͘͞ੜࡔଜֶۚΛ͝ར༻͍ͩ͘͞

ύϒϦοΫίϝϯτΛืू͠·͢ύϒϦοΫίϝϯτΛืू͠·͢

生坂村男女共同参画計画（案）
誰もが性別の隔てなく個性と能力が発揮でき、互い
に人権を尊重する男女共同参画社会が根付いた村を
目指し、第3次男女共同参画で計画を策定します。

生坂村こども計画（案）
村では、子ども・若者が健やかに成長できる地域共
生社会の実現に向けて、基本的方向性と具体的な取
り組みを示す計画の素案をまとめました。

�



生坂中学校　「新生徒会スタート」生坂中学校　「新生徒会スタート」

⃝֤ҕһ会Αり
ʲ本෦会ʳ
ɹ生ె会長、෭会長、ॸのࡾ人でߏ成͞Εます。ҕһ会のτοϓにཱཱͭなのでࡾ人でڠ力しશߍをҾͬுͬ
てָしいதֶߍを࡞り্͛ΒΕるΑ͏にしていきたいです。

ʲ૯߹ҕһ会ʳ
ɹ生׆のきまりを͑ߟたりਤॻؗར༻をଅしたりする͜とがओな׆ಈになります。શߍ生ెがͪ࣋ؾΑく生׆でき
るΑ͏にҕһ会でしͬかりとし߹いをし、ҙຯが͋る׆ಈをしてきたいです。

ʲӴ生ҕһ会ʳ
ɹશߍ生ెの健૿߁ਐ・体力向্とߍڥのඒԽを目ඪとして׆ಈをしていきます。ҕһのみΜなとڠ力して
。ுͬていきたいですؤ

ʲจԽҕһ会ʳ
ɹશߍのՎが向্していく͜とを目ඪに׆ಈをしています。དྷೖֶしてくる৽ೖ生にʮՎ͏͜とはָしいʯ
とͬࢥてもΒ͑るΑ͏な׆ಈをͬߦていきたいです。

⃝શߍでのし߹いをܦて、௨ৗҕһ会が̑ͭかΒ̏ͭに࠶ฤ成͞Εました。ॳめての͜とでかΒない͜とがଟ
いとࢥいますが、みΜなでڠ力して৽しい生ె会を࡞り্͛ていきたいです。

৽生ె会໊がܾまりました。

生ె૯会で৽һのհがߦΘΕました。 ֤生ె会のҾ͗ܧがߦΘΕました。

中学校だより

ᶃٞ・生׆ҕһ会
ɹɹɹʴ
ᶄਤॻҕһ会

ᶃ૯߹ҕһ会

ᶅڥ・ඒԽҕһ会
ɹɹɹʴ
ᶆอ健ҕһ会

ᶄӴ生ҕһ会

ᶇจԽ・์ૹҕһ会 ᶅจԽҕһ会
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生坂村図書室 2024 年間貸出ベスト  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
23 24 25 26 27 28 11  

22  33  44  55  66  77  88  
99  1100  1111  1122  1133  1144  1155  

1166  1177  1188  1199  2200  2211  2222  
2233  2244  2255  2266  2277  2288  2299  

3300  3311  1 2 3 4 5 

２ 水車小屋のネネ
津村 記久子/著（毎日新聞出版）

２ ひらやすみ（１）
真造圭伍/著（小学館）

３
「かわいい♡」が止まらない
おにぎり＆サンドイッチ弁当
mana /著（主婦と生活社）

３ 汝、星のごとく
凪良ゆう/著（講談社）

３ 定食屋「雑」
原田 ひ香/著（双葉社）

３ 星を編む
凪良ゆう/著（講談社）

３ ひらやすみ（２）
真造圭伍/著（小学館）

2025年 3月 利用カレンダー 

※※      ・・・図書室の休館日 
※※      ・・・17時閉館 

℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10時～18時  土曜日＝10時～17時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 

■ ｅ－ｈｏｎ調べ 

2024年 年間ランキング 
（2023年 11月 22日～2024年 11月 19日） 

大ピンチずかん2 ともぐい

鈴木のりたけ／作 河崎秋子／著

成瀬は天下を取りにいく 書いてはいけない
日本経済墜落の真相

宮島未奈／著 森永卓郎／著

成瀬は信じた道をいく スポルティーバ バレーボール
男子日本代表特集号

宮島未奈／著 集英社

変な家2 〜11の間取り図〜 百年の孤独

雨穴／著 G.ガルシア＝マルケス／著

赤と青のガウン
オックスフォード留学記

ハイキュー!! MAGAZINE
 2024 FEBRUARY

彬子女王／著 古舘春一／原作監修
10

3

4

5

1

2

6

7

8

9

第一位 
『成瀬は天下を 

取りにいく』 
宮島未奈/著（新潮社） 

同率一位 
『ほねほねザウルス (18) たいけつ!  

きょうふのサーベルタイガー』 
ぐるーぷ・アンモナイツ/著（岩崎書店） 

２
にげてさがして
ヨシタケシンスケ/著
　　　　　　　（赤ちゃんとママ社）

２
パンダのおさじと
　　　　　ふりかけパンダ
柴田　ケイコ /著（ポプラ社）

３
まほうのでんしレンジ
さいとうしのぶ /絵、
たかおまりこ  /著（ひかりのくに）

３ くろくんとちいさいしろくん
なかや みわ/著（童心社）

３
マインクラフト 最強コマンド
超使いこなしBOOK
GOLDEN AXE/著（standards）

『紙ひこうきクラフトスクール  
レベル 4 上級編』 

クリストファー・L. ハーボ/著（ほるぷ出版） 

８・１０位以外の

本は図書室にあ

るので、読み逃し

た本があったら

ぜひ手に取って

みて下さい。 

一般書籍  児童・絵本 

児
童
館
で
空
前
の
紙
ひ
こ
う
き
ブ
ー
ム
が
起
こ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、紙
ひ
こ
う
き
の
本
が
よ
く

借
り
ら
れ
ま
し
た
。 

本
屋
大
賞
の
受
賞
作
は
今
年
も
人
気
で
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
借
り
ら
れ
て
い
ま
し
た
。成
瀬
は
生
坂
村
図
書

室
で
も
天
下
を
と
り
ま
し
た(

笑) 
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一一般般書書  

■DTOPIA (デートピア)       （安堂 ホセ） 

※第 172芥川賞受賞作 

■ゲーテはすべてを言った（鈴木 結生） 

※第 172回芥川賞受賞作 

■地雷グリコ           （青崎 有吾） 

■禁忌の子            （山口 未桜） 

■うそコンシェルジュ      （津村 記久子） 

■婚活マエストロ         （宮島 未奈） 

■謎の香りはパン屋から     （土屋うさぎ） 

■任侠梵鐘              （今野敏） 

■千年のフーダニット       （麻根 重次） 

■桜が散っても           （森沢 明夫） 

■迷惑な終活          （内館 牧子） 

■ゆびさきに魔法        （三浦 しをん） 

■蔦屋重三郎と粋な男たち!   （櫻庭由紀子） 

■投資依存症――こうしてあなたはババを引く 

（森永 卓郎） 

■はじめてスノーボード  （SnowBoarder編集部） 

■別冊天然生活 横山タカ子さんの和のある 

暮らし            （横山 タカ子） 

実実用用書書    

■はじめての木彫りどうぶつ手習い帖(はしもとみお) 

■村上祥子の電子レンジでシニアごはん 
（村上 祥子） 

■55分で焼きたてパン ― 粉 100gの食べきり 

レシピ。手も道具も汚さずパパッとかんたん 
（沼津りえ） 

 

 

 

 

 

２０２０４４８０８３５５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

文庫・新書・まんが 
■博物館のファントム 箕作博士の事件簿 

（伊与原 新） 

■となりのナースエイド      （知念 実希人） 

■赤と青のガウン オックスフォード留学記 
（彬子女王） 

■ひらやすみ⑧           （真造圭伍） 

■疲れた人に夜食を届ける出前店（中山 有香里） 

絵本 

■もうじきたべられるぼく   （はせがわゆうじ） 

■ぎょうれつのできるチョコレートやさん 

（ふくざわゆみこ） 

■わすれていいから       （大森 裕子） 

■十二支がくえん       （かんべあやこ） 

児童書 

■たんたのたんけん 改訂版 

（中川李枝子/著、山脇百合子/絵） 

■ミラクルきょうふ! 意味がわかると怖い 

ストーリー ++         （朔月 糸） 

■5分後に恋の結末 友情と恋愛を両立させる 

3つのルール     （橘つばさ、桃戸ハル） 

■集英社版 学習まんが 世界の歴史（高井 啓介/監） 

■よくわかる選挙と政治 しくみとルールを 

知っておこう       （福岡 政行/監） 

■よくわかる税金 種類・役割から消費税の問題 

まで      （新井 明/著、泉 美智子/監） 

 

3月 の 新 着 本 

【絵本・児童書】 【一般】 

【 お詫び 】 
前号の第 238 号の図書かんだよりの、「この本よかった賞」表彰式の記事において、髙木さわさんの学年が 
（小五）と記載されていましたが、正しくは（小六）です。訂正してお詫びします。 
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দ
本
大
学
生
に
よ
る
ӡ
動
ߨ

࠲
の
活
動
ใ
ࠂ
で
す
。

　
令
和
六
年
ࣣ
月
Ỗ
一
一
月
に

体
ॏ
二
ᶵ
ݮ
ྔ
・
ෲ
ғ
二
ᶲ
ݮ
গ

を

ඪ
に
、ϙ
ồ
ϧ
ӡ
動
を
ओ
ӡ

動
と
し
た
ӡ
動
ߨ
࠲
を
શ
ࣣ
ճ

ί
ồ
ε
で
行
い
ま
し
た
。

　
ϙ
ồ
ϧ

Ỽ
ồ
Ω
ϯ
ά
は
、最

ۙ


の
ӡ
動
๏
で
す
。

　
ϙ
ồ
ϧ
を
༻
い
て

を
ৼ
り
、

上

身
も
動
か
す
こ
と
で
ݞ
こ

り
の
վ
ળ
に
Ճ
͑
、
Ỽ
ồ
Ω
ϯ

ά
よ
り
も
高
い
ӡ
動
ޮ
Ռ
を
ಘ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、า

行
࣌
の
҆
ఆ
ੑ
も
あ
り
高
ྸ
者

に
も
お
ק
め
で
す
。

　
ӡ
動
ߨ
࠲
は
、ϙ
ồ
ϧ

Ỽ
ồ

Ω
ϯ
ά
を
は
じ
め
、ӡ
動
ڧ

の

高
い
ے
力
τ
Ϩ
ồ
χ
ϯ
ά
と
、ܰ


の
ε
τ
Ϩ
ỽ
ν
ϯ
ά
や
Ϩ
Ϋ
Ϧ

Τ
ồ
γ
ἀ
ϯ
な
ど
ָ
し
さ
も


Έ
߹
Θ
ͤ
た
内
༰
で
し
た
。ӡ
動

ڧ

の
高
い
ے
力
τ
Ϩ
ồ
χ
ϯ

ά
で
は
ࢀ
Ճ
者
の
体
力
や
体
ௐ

に
߹
Θ
ͤ
て
、内
༰
を
ௐ

し
な

が
ら
গ
人

੍
で
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、ຖ
ճ
ޒ
Ỗ
ീ
໊
の
学
生
が

ߨ
ࢣ
と
な
り
ݸ、
ผ
に
Ξ
υ
ό
Π

ε
を
し
て
͘
れ
ま
し
た
。

　
γ
χ
Ξ
大
学
は
、
生
き
が
い

と
健
߁
ͮ
͘
り
、
地
Ҭ
活
動
に

ͭ
な
が
る
෯
広
い
分
野
の
ߨ
࠲

を
ઃ
͚
て
い
ま
す
。
γ
χ
Ξ
の

皆
さ
ん
の
๛
か
な
人
生
ઃ
ܭ
と

実
ݱ
を
め
͟
し
ま
す
。

˙
ೖ
学
ࢿ
֨

　
お
お
Ή
Ͷ
ޒ
ʓ
ࡀ
Ҏ
上
、
学

श
意
ཉ
Ԣ

で
ੵ
ۃ
త
に
地

Ҭ
活
動
を

ࢦ
す
ํ

˙
学
श
ظ
間
ٴ
ͼ
学
श
࣌
間

・
受
ߨ
年
限
は
二
年
間
。
年
間

学
श
日

は
一
ޒ
日
Ґ
。

・
お
お
Ή
Ͷ
ޕ
લ
一
ʓ
࣌
か
ら

ޕ
ޙ
三
࣌
ま
で

˙
学
श
内
༰

　
ڭ
ཆ
ߨ
࠲
・
झ
ຯ
健
߁
ަ
ྲྀ

ߨ
࠲
・
地
Ҭ
ͮ
͘
り
ߨ
࠲

˙
ื
ू
人

　
一
三
ʓ
人

˙
त
ۀ
ྉ

　
年
間
　
一
二
⁌
ʓ
ʓ
ʓ
ԁ

　
΄
か
に
ڭ、
ࡐ
අ
、ࣗ
治
ձ
අ

　
ӡ
動
ߨ
࠲
の
成
Ռ
は
、

に

も
ݱ
れ
ま
し
た
。体
ॏ
は
ࢀ
Ճ
者

の
ࣣ
ޒ
ˋ
の
ํ
が
ݮ
গ
し
、ଟ
い

ํ
で
は
二
・
三
ᶵ
の
ݮ
ྔ
で
し

た
。ෲ
ғ
で
は
࢛
二
ˋ
の
ํ
が
ݮ

গ
、最
大
で
ޒ・ޒ
ᶲ
で
し
た
。と

て
も
ૉ

ら
し
い
݁
Ռ
で
ߨ、
ࢣ

を
務
め
た
দ
本
大
学
生
も

ت

し
て
い
ま
し
た
。

ॵ
の
࣌
ظ

も
ؤ、
ு
っ
て
औ

ま
れ
た
皆
さ

ま
、本

に
お
ർ
れ
༷
で
し
た
。

　
令
和
ࣣ
年

も
দ
本
大
学
生

に
よ
る
、健
߁
ҡ
࣋
・

上
を


ࢦ
し
た
ߨ
࠲
を
ܭ
ը
し
て
い
ま

す
。広
ใ
に
て
ご
Ҋ
内
し
ま
す
の

で
、ͥ
ͻ
ご
ࢀ
Ճ
Լ
さ
い
。

　
健
߁

ࢱ
՝
で
は
、
Ỽ
ồ
Ω

ϯ
ά
ϙ
ồ
ϧ
の
ି
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
ڵ
ຯ
の
あ
る
ํ

は
、健
߁

ࢱ
՝（
健
߁

理
η

ϯ
λ
ồ
）ὸ
六
ô

三
ޒ
ʓ
ʓ
ま

で
ご
࿈
བྷ
Լ
さ
い
。

な
ど
の
ܦ
අ

˙
受
ߨ
ձ


　
দ
本
ࢢ
૯
߹
ࣾ
ձ

ࢱ
η
ϯ

λ
ồ

˙
ೖ
学
願
ॻ
の
受

ظ
間

　
令
和
ࣣ
年
三
月
三
一
日（
月
）

ま
で

˙
受
ߨ
ਃ
ࠐ
Έ

　
দ
本
学
部
ࣄ
務
ہ
ま
た
は
生

坂
村
健
߁

理
η
ϯ
λ
ồ

˗
お

い
߹
Θ
ͤ
ઌ

　
দ
本
学
部
ࣄ
務
ہ

　（
দ
本
保
健

ࢱ
ࣄ
務
ॴ


ࢱ
՝
内
）

　
ὸ
࢛
ʓô

一

一
二



ݝ
γ
χ
Ξ
େ
ֶ



ݝ
γ
χ
Ξ
େ
ֶ

দ
ຊ
ֶ
෦
ื
ू
の

দ
ຊ
ֶ
෦
ื
ू
の

ご
案
内

ご
案
内

ϔ
ϧ
ε
Ξ
ỽ
ϓ
ڭ
ࣨ

ϔ
ϧ
ε
Ξ
ỽ
ϓ
ڭ
ࣨ

ε
ϖ
ồ
ε
の
ௐ

の
た
め
、

い
ͭ
も
と
ҧ
う

ॴ
で
の
ฤ
ू

ޙ
ه
、
ࣦ
ྱ
し
ま
す
。

　


૯
務
՝
の
田
中
で
す
。

લ
任
の
Ճ
藤
が
ઌ
月
を
も
っ

て
ݚ
修

ݣ
を
ऴ
ྃ
し
ま
し
た

の
で
ࠓ、
月
߸
か
ら
広
ใ
い
͘
さ

か
の
ۀ
務
を
引
き
ܧ
͗
ま
し
た
。

ࠓ
ま
で
は
、
広
ใ
い
͘
さ
か

に
ܝ
ࡌ
す
る
ه
ࣄ
を
ॻ
͘
だ
͚

で
、
あ
と
は
よ
Ζ
し
͘
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
の
で
す
が
、ฤ
ू
し

て
Έ
る
と
大
ม
な
࡞
ۀ
だ
と
い

う
こ
と
に
気
が

き
ま
し
た
。

ׂ

に
、校
正
、ͦ
し
て
こ
の

ฤ
ू
ޙ
ه
と
、
各
՝
か
ら
ఏ
出

さ
れ
た
ه
ࣄ
を
一

に
ま
と
め

る
た
め
に
、
ͦ
し
て
ಡ
Έ
や
す

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ࢼ
行

ࡨ
ޡ
の
࿈
続
で
す
。

ࠓ
月
߸
は
、
ࠓ
ま
で
ど
お
り

ಡ
Έ
や
す
い
で
し
Ỷ
う
か
ʁ

三
月
߸
も
୲

し
ま
す
の

で
、
ಡ
Έ
や
す
い
広
ใ
を

ࢦ

し
て
ؤ
ு
り
ま
す
。

�

（
田
中
）

編
集
後
記

編
集
後
記

�



ࠓ
年

のủ
健
߁
Ԡ
援
ୂ
Ứの

活
動
ใ
ࠂ
で
す
。

六
月
か
ら
ࣣ
月
を
上

ظ
、


月
か
ら
一
月
を
Լ

ظ
と
し

て
、
一
ʓ
地
区
の
ެ
民
館
を
८

り
ܭ、
二
ʓ
ճ
։
࠵
し
ま
し
た
。

　
上

ظ
の
健
߁
Ԡ
援
ୂ
は
、

ܭ
ࣣ
࢛
໊
の
ํ
に
ご
ࢀ
Ճ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ࡢ
年
一
月
に
ى
こ
っ
た

ొ


ౡ
地

。
村
内
で
も
༳
れ
を

感
じ
、
ෆ
҆
に
思
っ
た
ํ
も
ଟ

か
っ
た
こ
と
か
ら
、ủ
防
災
Ứ
を

ς
ồ
Ϛ
と
し
ま
し
た
。
ࢀ
Ճ
者

水
害
に
よ
る
被
害
で
ආ

ܦ
ݧ

の
あ
る
ํ
も
お
り
、
ͦ
の
と
き

の
༷
ࢠ
を
お

し
い
た
だ
き
、

༗
意
ٛ
な
意
ݟ
ަ

の

と
な

り
ま
し
た
。

保
健
ࢣ
と
し
て
も
、
ॅ
民
の

ํ
が
災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
ෆ
҆
が
あ
る
の
か
お
ฉ
き

し
、
一
緒
に
ߟ
͑
る
࣌
間
を
と

る
こ
と
が
で
き
、
大
ม
ษ
ڧ
に

な
り
ま
し
た
。

　
Լ

ظ
の
健
߁
Ԡ
援
ୂ
は
、

ܭ
六
一
໊
の
ํ
に
ご
ࢀ
Ճ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

内
༰
は
、ủ
Ի
ָ
健
߁
ࢦ
ಋ
࢜

の
藤
ר
ޫ
࡞
ઌ
生
に
よ
る
Ի
ָ

に
߹
Θ
ͤ
た
体
ૢ
Ứ
と
、ủ
災
害

࣌
の
健
߁
を
ς
ồ
Ϛ
に
し
た
Ϋ

は
、
ྫ
年
に
ൺ

உ
ੑ
の
ׂ
߹

が
ଟ
͘
、

員
を
さ
れ
て
い
る

ํ
な
ど
に
も
ご
ࢀ
Ճ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

健
߁
ߨ

で
は
、
ݸ
人
で
で

き
る
防
災
ά
ỽ
ζ
の
ϙ
Π
ϯ
τ

や
ආ

生
活
で
必
要
と
な
る
උ


に
ͭ
い
て
一
緒
に
֬
ೝ
し
ま

し
た
。ま
た
、各
地
区
の
防
災


ݿ
の
ࣸ
真
を
ࢀ
Ճ
者
で
֬
ೝ

し
、
ආ

す
る
ࡍ
に
Կ
が
必
要

に
な
る
の
か
ߟ
͑
る
ػ
ձ
を
ઃ

͚
ま
し
た
。

ࢀ
Ճ
者
の
中
に
は
、
実
ࡍ
に

Π
ζ
Ứ
を
行
い
ま
し
た
。

藤
ר
ઌ
生
の
ߨ
࠲
で
は
、
ջ

ϝ
ϩ
に
߹
Θ
ͤ
た
体
ૢ
を
行
い

ま
し
た
。
ઌ
生
の
ۂ
に
߹
Θ
ͤ

た
Ծ

は
ࡢ
年
に
引
き
続
き


ධ
で
、
ど
の
ެ
民
館
で
も
স
い


の
あ
る
和
や
か
な
ง
ғ
気
で

し
た
。
ջ
ϝ
ϩ
ι
ϯ
ά
を
Վ
い

な
が
ら
体
ૢ
す
る
こ
と
で
、
体

が
Թ
ま
り
、ま
た
、
τ
Ϩ
に
も

な
り
ま
す
ࢀ。
Ճ
者
か
ら
はủ
ָ

し
か
っ
た
。Ứủ
ࢦ
ઌ
も
動
か
し

て
い
い
ӡ
動
に
な
っ
た
。Ứな
ど

の

が
د
ͤ
ら
れ
ま
し
た
。

ủ
災
害
࣌
の
健
߁
を
ς
ồ
Ϛ

に
し
た
Ϋ
Π
ζ
Ứで
は
、上

ظ

の
健
߁
Ԡ
援
ୂ
で
皆
さ
ま
よ
り

ご
࣭

・
ご
意
ݟ
の
ଟ
か
っ
た
、

災
害
࣌
の
健
߁
໘
に
ͭ
い
て
の

Ϋ
Π
ζ
を
行
い
ま
し
た
。
࢛




と
ݟ
ͤ
か
͚
て
、
実
は
શ


正
解
ộ
、
と
い
う
ͻ
っ
か
͚

Ϋ
Π
ζ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ݟ

ഁ
る
ํ
が
ଟ
͘
、
皆
さ
ま
の
健

߁
へ
の
関
৺
の
高
さ
を
վ
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
ࢀ
Ճ
者
の
中

に
は
、
水
の
උ

や
ༀ
を
ૣ
め

に
ॲ
ํ
し
て
も
ら
う
よ
う
৺
ֻ

͚
て
い
る
ํ
も
い
ら
っ
し
Ỵ
い

ま
し
た
。

健
߁
Ԡ
援
ୂ
が
、
皆
さ
ま
の

健
߁
に
গ
し
で
も
د
༩
で
き
た

な
ら
、大
ม
خ
し
͘
思
い
ま
す
。

ご
ࢀ
Ճ
あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま

し
た
。

「
健
康
応
援
隊
」活
動
報
告

「
健
康
応
援
隊
」活
動
報
告
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減塩でも美味しいおすすめメニュー

減塩食は高血圧の予防だけでなく、心臓病、腎臓病、骨粗鬆症の予防にも有効であるといわれていま

す。また、若いころから高塩分の食事をしてきた人ほど高血圧になりやすいということから、健康な人

であっても早くから減塩を心がけるのが望ましいといえます。しかし、食事が物足りなく感じたり、食

べる量が多いために塩分の摂取量も増えてしまうなど、減塩を続けるのは容易ではありません。減塩の

方法として「調理法」「食べ方」「食材の選び方」の工夫がありますが、今回は「調理法の工夫」をして

一般的な冬の料理である「ぶりの照り焼き」をおいしく減塩していきましょう。

ぶりの照り焼き 1 人分栄養価 エネルギー302kcal たん白質 18.8g 脂質 18.2g 塩分 1.1g

材 料【２人分】 作 り 方

ぶり（切り身） 2切れ 160g

粗びき黒コショウ 適宜

小麦粉 少量

スナップエンドウ 4本

サラダ油 小さじ 2

大根 40g

しょうゆ 小さじ 1/3

ゆず １個

A〔酒・水 各大さじ 1

しょうが（薄切り） 1枚

酢・みりん 各大さじ 1

B しょうゆ 小さじ 2

水 80ml

① スナップエンドウは熱湯でさっとゆで、フライパ

ンにサラダ油を熱し、こんがり焼いて取り出す。

大根はおろしておく。

② ぶりは黒コショウをふり、小麦粉をまぶす。①の

フライパンに入れて焼き、焼き色がついたら裏返

す。Aをふってしょうがを加え、ふたをして約 3

分蒸し焼きにし、一度取り出す。

③ ②のフライパンに Bを入れ、煮立ったらぶりを

戻し入れる。たれを絡めて照りを出し、皿に盛り

付ける。スナップエンドウと大根おろし、半分に

切ったゆずを添える。ゆずを大根おろしに絞り、

分量のしょうゆをかけていただく。

減塩ポイント

★黒コショウが味を引き締める。

★たれは漬け込まず最後にからめる。

★ぶりに小麦粉をまぶすと味がからみ

やすい。
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生
坂
村
で
は
、
令
和
七
年
度

を
初
年
度
と
す
る
「
生
坂
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
（
仮
称
）」
の
策
定
に
あ
た
り

多
く
の
村
民
の
皆
様
か
ら
、
ご

意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
実
施
期
間
は
令
和
六
年
一
〇

月
二
五
日（
金
）か
ら
一
一
月
一

五
日
（
金
）
ま
で
で
、村
内
に
お

住
い
の
高
校
生
以
上
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
全
戸

配
布
に
よ
り
一
四
四
八
人
に
配

布
し
、五
〇
・
七
六
％
に
あ
た
る

七
三
五
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布・回
収
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
常
会
長
の

皆
さ
ん
、多
岐
に
わ
た
る
項
目
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
村
民
の
皆
さ
ん
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
い

く
さ
か
二
月
号
・
三
月
号
に
分

け
て
掲
載
し
ま
す
。

一
〇
年
～
一
九
年
　
　
六
九
人

二
〇
年
～
二
九
年
　
　
六
三
人

三
〇
年
　
以
　
上�

四
八
一
人

無
　
　
回
　
　
答�

二
六
人

ừ

ޒ
Ử
৬
ۀ
（
ओ
ͳ

ͷ
）

農
林
水
産
業
　
　
　
　
五
〇
人

自
営
業
・
事
業
主�

五
九
人

会
社
員
　
　
　
　
　
一
八
六
人

専
業
主
婦
・
主
夫�

九
四
人

学
　
生
　
　
　
　
　
　
一
五
人

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

�

八
七
人

無
　
職
　
　
　
　
　
一
七
九
人

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
三
〇
人

無
回
答
　
　
　
　
　
　
三
五
人

ừ

六
Ử
ॅ
ډ

持
　
　
ち
　
　
家
　
六
四
八
人

公
　
営
　
住
　
宅
　
　
三
四
人

民
営
の
賃
貸
住
宅
　
　
一
〇
人

給
　
与
　
住
　
宅
　
　
　
六
人

間
　
　
借
　
　
り
　
　
　
三
人

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
　
三
人

無
　
　
回
　
　
答
　
　
三
一
人

ừ

ࣣ
Ử
ੈ
ଳ
ߏ


一
人
暮
ら
し
　
　
　
　
九
四
人

夫
婦
で
二
人
暮
ら
し

�

一
八
〇
人

二
世
代
同
居
　
　
　
三
一
九
人

ừ

一
Ử
ੑ
ผ

男
　��

性�

二
八
七
人

女
　��

性�

三
〇
九
人

無�

回�

答�

一
三
九
人

ừ

二
Ử
年
ྸ

高
　
　
校
　
　
生
　
　
十
三
人

二
〇
歳
　
未
　
満
　
　
　
一
人

（
高
校
生
を
除
く
）

二
〇
歳
～
二
九
歳
　
　
二
一
人

三
〇
歳
～
三
九
歳
　
　
四
一
人

四
〇
歳
～
四
九
歳
　
　
七
九
人

五
〇
歳
～
五
九
歳
　
一
〇
三
人

六
〇
歳
～
六
九
歳
　
一
二
四
人

七
〇
歳
～
七
九
歳
　
一
六
七
人

八
〇
歳
　
以
　
上
　
一
五
一
人

無
　
　
回
　
　
答
　
　
三
五
人

ừ

三
Ử
͓
ॅ
·
͍
ͷ

Ҭ

南
部
地
域�

二
二
五
人

中
部
地
域�

三
五
三
人

北
部
地
域�

一
二
四
人

無�

回�

答�

三
三
人

ừ

四
Ử生
坂
村
Ͱ
ͷ
ډ
ॅ
年


一
　
年
　
未
　
満�

一
四
人

一
　
年
～
四
　
年
　
　
三
九
人

五
　
年
～
九
　
年
　
　
四
三
人

三
世
代
同
居
　
　
　
　
八
二
人

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
二
一
人

無
回
答
　
　
　
　
　
　
三
九
人

ừ

ീ
Ử

ɹ
ݱ
ࡏ
ỏ
͋
ͳ
ͨ

Ͳ
ͷ
ఔ



ͤ
Ͱ
͢
͔

　�

ừ

一
〇
Ử

ɹ
͋
ͳ
ͨ

ỏ
生
坂
村
ʹ
Ѫ
ண

Λ
感
͡
ͯ
͍
·
͢
͔

ア
　
感
じ
て
い
る

イ
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
感
じ

　
　
て
い
る

ウ
　
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

エ
　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
感
じ

　
　
て
い
な
い

オ
　
感
じ
て
い
な
い

カ
　
無
回
答

　�

ừ


Ử

ɹ
ݱ
ࡏ
ỏ
͋
ͳ
ͨ
ͷ
ॅ
Μ
Ͱ
͍

Δ

Ҭ
ͷ

Β
͠
ʹ
Ͳ
ͷ
ఔ


ຬ

͠
ͯ
͍
·
͢
͔

　�

ừ

一
一
Ử

ɹ
͋
ͳ
ͨ

ỏ
生
坂
村
ͷ
Ͳ
Μ

ͳ
ͱ
͜
Ζ
ʹ
Ѫ
ண
Λ
感
͡
·
͢

͔
（
ෳ

ճ

Մ
）

ア
　
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
や

　
　
自
然
風
景

イ
　
自
分
の
住
ま
い
（
家
）

ウ
　
地
域
に
あ
る
文
化
財
や
史

　
　
跡
、
名
勝

令
和
六
年
度
　
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

令
和
六
年
度
　
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�2



Τ
　
地
Ҭ
の

౷
৯
や
ಛ
産


Φ
　
お
ࡇ
り

の
地
Ҭ
の
行
ࣄ

　
　
や
෩
श

Χ
　
地
Ҭ
に
生
ଉ
す
る
動
物
や

　
　
২
物

Ω
　
地
Ҭ
ͮ
き
あ
い
や
人
間
関

　
　


Ϋ
　
地
Ҭ
で
活
動
す
る
団
体
や

　
　
৬

の
ಉ
྅

έ
　
ແ
ճ


ί
　
ͦ
の
ଞ

　
　
・
生
ま
れ
た
ॴ

　
　
・
村
民
に
対
す
る


の

　
　
　
対
Ԡ

　
　
・

地
が
ଟ
͘
、
ࣗ
څ
ࣗ

　
　
　

で
き
る

ڥ

　
　
・
੩
か
な

ڥ

　
　
・
友
ୡ
が
い
る

　
　
・
田
Ԃ
෩
ܠ
や
ݹ
民
家

　�

　
団
体
や
地
区
の
活
動
、
ࢀ

　
　
Ճ

Τ
　
身
ۙ
な
行
政
、
地
Ҭ
へ
の

　
　
α
ϙ
ồ
τ

Φ
　
ࢠ
育
て
支
援
α
ồ
Ϗ
ε
の

　
　
ॆ
実

Χ
　
高
ྸ
者
支
援
や

ࢱ
α
ồ

　
　
Ϗ
ε
の
ॆ
実

Ω
　

ۀ
支
援
や
ಛ
産

の
ਪ

　
　
ਐ

Ϋ
　
Ҡ
ॅ
ఆ
ॅ
者
の
૿
Ճ

έ
　
村
の
各
छ
行
ࣄ
や
؍
ޫ
Π

　
　
ϕ
ϯ
τ
の
։
࠵

ί
　
ެ
ڞ
ࢪ
ઃ
の
α
ồ
Ϗ
ε
、

　
　
ར
༻

ڥ

　
　（
۩
体
త
な
ࢪ
ઃ
）

　
　
や
ま
な
Έ

、
い
͘
さ
か

　
　
の
ڷ
、
̗
ˍ
̜
ւ
༸
η
ϯ

　
　
λ
ồ
、
ς
χ
ε
ί
ồ
τ
、

　
　
ϓ
ồ
ϧ
、
ਤ
ॻ
館
　
　


α
　
ແ
ճ


γ
　
ͦ
の
ଞ

　
　
・
੩
か
な
と
こ
Ζ

　
　
・
ಓ
の
Ӻ
が
あ
る

　
　
・


݊
の
発
行
な
ど
の

　
　
　
ۚ
મ
໘
で
の
α
ϙ
ồ
τ

　
　
・

地
が
あ
り
、
৯
ྐ
生

　
　
　
産
で
き
る

ڥ

　
　
・
ۙ
ॴ
の
人
と
の
人
間
関

　
　
　


　
　
・

෩
や
大
ઇ
な
ど
大
き

ừ

一
二
Ử

ɹ
͋
ͳ
ͨ

ỏ
生
坂
村
ʹ
ॅ
Έ

続
͚
ͨ
͍
Ͱ
͢
͔

Ξ
　
ͣ
っ
と
ॅ
Ή
ͭ
も
り

Π
　
で
き
れ

ॅ
Έ
続
͚
た
い


　
で
き
れ

村
֎
に
Ҡ
り
た

　
　
い

Τ
　
す
͙
に
で
も
村
֎
に
Ҡ
り

　
　
た
い
・
Ҡ
る
予
ఆ

Φ
　
Θ
か
ら
な
い

Χ
　
ແ
ճ


　�

　
　
　
な
災
害
が
গ
な
い

　
　
・
成
す

き
ࣄ
や
出
ձ
う

　
　
　

き
ࣄ
と
出
ձ
っ
た
ه

　
　
　
೦
す

き

ॴ

　
　
・
人
と
の
ͭ
な
が
り

　�

Φ
　
ॅ


ڥ
が
ѱ
い

Χ
　
ಇ
͘

ॴ
が
গ
な
い

Ω
　
人
間
関

が
Θ
ͣ
ら
Θ
し

　
　
い

Ϋ
　

ޙ
に
ෆ
҆
を
感
じ
る

έ
　
ແ
ճ


ί
　
ͦ
の
ଞ

　
　
・
村
内
行
ࣄ
が
ଟ
い

　
　
・
ಓ
࿏
が
ڱ
͘
、
状
ଶ
が

　
　
　
ѱ
い

　
　
・
ප
Ӄ
が
গ
な
い

　
　
・
ങ
い
物
を
す
る

ॴ
が

　
　
　
な
い

　
　
・
ू
ま
れ
る

ॴ
が
な
い

　
　
・
ৗ
ձ
に
ೖ
ら
な
い
と
ご

　
　
　
Έ
ऩ
ू
ॴ
を
ར
༻
で
き

　
　
　
な
い

　
　
・
村
の
ྺ
史
が

れ
ら
れ

　
　
　
て
い
る

　
　
・
ి

の
状
گ
が
ѱ
い

ừ

一
三
Ử

ɹ
生
坂
村
ͷ

Β
͠
Ͱ
ຬ

͠

ͯ
͍
Δ
͜
ͱ
Λ
ճ

͠
ͯ
͘
ͩ

͞
͍
（
ෳ

ճ

Մ
）

Ξ
　
村
の
๛
か
な
ࣗ
વ

ڥ
や

　
　
ඒ
し
い
ࣗ
વ
෩
ܠ

Π
　
प
ล
ࢢ
֗
地
へ
の
ަ
通
Ξ

　
　
Ϋ
η
ε

ừ

一
四
Ử

ɹ
生
坂
村
Ͱ
ͷ

Β
͠
Ͱ
ෆ
ຬ

ʹ
ࢥ
ỳ
ͯ
͍
Δ
͜
ͱ
Λ
ճ

͠

ͯ
͘
ͩ
͞
͍
（
ෳ

ճ

Մ
）

Ξ
　
ަ
通
の
ศ
が
ѱ
い

Π
　
生
活
༻

の
ങ
い
物
が
ෆ

　
　
ศ


　
育
ࣇ
・
ڭ
育

ڥ
が
よ
͘

　
　
な
い

Τ
　
ެ
ڞ
ࢪ
ઃ
が
ෆ

し
て
い

　
　
る

��



��



��



☆
地
域
未
来
塾

　
三
月
　
一
日
（

）

　
ޕ
ޙ
一
࣌
一
五
分
～

　
　
　
三
࣌
一
五
分

　
会

・
̗
ˍ
̜
ւ
༸
η
ン
λ
ー

二
֊
会
ٞ
ࣨ

˞
ด
ߨ
ࣜ
・
二
࣌
一
五
分
～

■開札結果（12月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

（税抜）

振興課
1月14日 工事 令和６年度

定住促進住宅建設地造成工事 上生坂上手 （有）中山組 24,860

振興課
1月14日 工事

令和６年度　令和６年８月24日発生
８月豪雨災害復旧事業　日岐地区
農地復旧工事

日岐 （有）石川組 950

総務課
1月21日 工事 令和6年度生坂村社会就労センター

木質バイオマスストーブ設置工事 社会就労センター 平林建設（株） 1,170

総務課
1月21日 工事 令和6年度生坂村社会福祉協議会

木質バイオマスストーブ設置工事
デイサービスセンター
（かしわ荘） 原田建築工房（株） 1,430

総務課
1月28日 工事 令和6年度�生坂村高齢者生活福祉セン

ター�木質バイオマスストーブ設置工事
高齢者生活福祉
センター 生坂竹内工務店（有） 1,150

総務課
1月28日 工事

令和6年度�生坂村デイサービスセンタ
ーはるかぜ�木質バイオマスストーブ設
置工事

デイサービスセンター
（はるかぜ） 藤沢商会（有） 1,790

ࡾ
݄

ɹެ
ຽ
ؗ
ڭ
ࣨ
ɾ

ࣾ
会
ڭ
ҭ
ỏ
生
֔
ֶ
श

ؔ
࿈
Π
ϕ
ϯ
τ

☆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　
三
月
　
七
日
（
金
）

　
ޕ
લ
一
〇
࣌
～
一
一
࣌

会

・
̗
ˍ
̜
ւ
༸
η
ン
λ
ー

二
֊
会
ٞ
ࣨ

☆
一
星
亭
見
学
会

　
三
月
　
二
日
（
日
）

ޕ
ޙ
一
࣌
三
〇
分
～

　
会

・
چ
ฏ
林
家
住
宅
・

　
一


（
中
学
校

ྡ
）

˞
ࠓ
回
は
、
一
ڃ
ݐ
ங
࢜
に
よ

り
খ
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
も

わ
か
り
や
す
く
ղ
આ
し
ま

す
。ͥ
ひ
ご
ࢀ
Ճ
く
だ
さ
い
。

˙
お

い
合
わ
ͤ

生
坂
村
̗
ˍ
̜
ւ
༸
η
ン
λ
ー

ὸ
六
九ô

二
五
〇
〇

��



　
ࠃ
民
年
金
ୈ
一
号
ඃ
อ
ݥ
ऀ

͕
ग़
産
（
˞

）
し
た
ࡍ
に
、ग़

産
લ
ޙ
の
一
定
期
間
の
ࠃ
民
年

金
อ
ݥ
ྉ
͕
໔
除
さ
Ε
ま
す
。

（
˞

）
ग़
産
と
は
、

৷
八

五
日（
四
カ
月
）以
上
の
ग़
産
を

い
い
ま
す
。（
ࢮ
産
、
ྲྀ
産
、
ૣ

産
さ
Ε
た
ํ
を
ؚ
Έ
ま
す
。）


ࠃ
民
年
金
อ
ݥ
ྉ
͕
໔
除
さ

Ε
る
期
間

ग़
産
༧
定
日
ຢ
は
ग़
産
日
͕

ଐ
す
る
月
の
લ
月
か
ら
四
カ
月

間
の
ࠃ
民
年
金
อ
ݥ
ྉ
͕
໔
除

さ
Ε
ま
す
。ま
た
、多


৷
の


合
は
、
ग़
産
༧
定
日
ຢ
は
ग़

産
日
͕
ଐ
す
る
月
の
三
カ
月
લ

か
ら
六
カ
月
間
の
ࠃ
民
年
金
อ

ݥ
ྉ
͕
໔
除
さ
Ε
ま
す
。


対
象
ऀ

　「
ࠃ
民
年
金
ୈ
一
号
ඃ
อ
ݥ

ऀ
」
で
ग़
産
日
͕
ฏ

三
一
年

二
月
一
日
以
߱
の
ํ

　
た
だ
し
、
ࠃ
民
年
金
の

意

Ճ
ೖ
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
ͤ

ん
。


ಧ
ग़
期
間

　
ग़
産
༧
定
日
の
六
カ
月
લ
か

　
ご
Έ
を
ݮ
ら
す
た
め
に
行
う

̐
つ
の
औ
り

Έ
の
͜
と
を

「
̐
̧
」
と
い
い
ま
す
。
ࠓ
回
は

࠷
ޙ
と
な
る
̐
つ
目
の
̧
「
Ϧ

ϑ
ỿ
ー
ζ
」
に
つ
い
て
ղ
આ
し

ま
す
。

　
Ϧ
ϑ
ỿ
ー
ζ
（
̧
̴
̵
̈́
͂

̴
）
と
は
、
ڋ
൱
す
る
・
அ
る
と

い
う
意
ຯ
の
୯
ޠ
で
す
。
ক
དྷ

త
に
ご
Έ
に
な
る
も
の
を
ड
け

औ
ら
な
い
、
ങ
わ
な
い
と
い
う

औ
り

Έ
で
す
。
۩
ମ
త
な
ྫ

を
ڍ
げ
て
Έ
ま
し
Ỷ
う
。

お
買
い
物
の
際
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

　
ߪ
ೖ
し
た


を
持
ち
ӡ
Ϳ

の
に
ศ
ར
な
Ϩ
δ
ା
で
す
͕
、

੬
く
܁
り
ฦ
し
ར
༻
す
る
͜
と

͕

し
い
た
め
、
ど
う
し
て
も


い
ࣺ
て
に
な
ỳ
て
し
ま
い
ま

す
。
Ϩ
δ
ା
の

༻
を
அ
る
た

め
、Ϛ
イ
バ
ỽ
ά
を
༻
意
し
ま
し

Ỷ
う
。
Ϩ
δ
ା
͕
༗
ঈ
化
さ
Ε

て
い
る
ࠓ
日
で
は
গ
ֹ
で
す
͕

お
金
の
અ

に
も
な
り
ま
す
。

ら
ಧ
ग़
Մ

で
す
。


ಧ
ग़
に
ඞ
ཁ
な
も
の

・
ج
ૅ
年
金
൪
号
ຢ
は
ݸ
人
൪

号
͕
わ
か
る
も
の

ừ
ఴ

ॻ
ྨ
Ử

・
ग़
産
લ
に
ಧ
ग़
を
す
る

合

　
ग़
産
༧
定
日
を
໌
ら
か
に
す

る
͜
と
͕
で
き
る
ॻ
ྨ
（


ࢠ
݈
߁
ख
ா
、
ҩ
ྍ
ػ
ؔ
͕

ൃ
行
し
た
ূ
໌
ॻ
等
）

・
ग़
産
ޙ
に
ಧ
ग़
を
す
る

合

　
ग़
産
日
等
を


で
֬
ೝ
ग़

དྷ
る

合
は
、
ఴ

ॻ
ྨ
は

ෆ
ཁ
で
す
。

˞
ඃ
อ
ݥ
ऀ
と
ࢠ
͕
ผ
世
ଳ
の


合
、
ग़
産
日
ٴ
ͼ

ࢠ
ؔ


を
໌
ら
か
に
す
る
͜
と
͕

で
き
る
ॻ
ྨ
（
戸
੶
౽
（
ঞ
）

ຊ
、
ग़
生
ূ
໌
ॻ
、
住
民
ථ
、


ࢠ
݈
߁
ख
ா
等
）
͕
ඞ
ཁ

で
す
。

・
ࢮ
産
等
の

合

　
ࢮ
産
等
の
日
ٴ
ͼ

分
ؔ


を
໌
ら
か
に
す
る
͜
と
͕
で

き
る
ॻ
（ྨ
ࢮ
産
ূ
໌
ॻ
ࢮ、


ຒ
Ր

ڐ
Մ
ূ
、

ࢠ
݈

߁
ख
ா
、
ҩ
ྍ
ػ
ؔ
͕
ൃ
行

し
た
ূ
໌
ॻ
等
）


ಧ
ग़
ઌ

　
生
坂
村


住
民
՝

　
ὸ
六
九ô

三
一
一
三

貰
う
物
・
買
う
物
が
本
当
に

必
要
か
検
討
し
ま
し
ょ
う

人
か
ら

を

う
ػ
会
͕
あ

Ε

、「
く
Ε
る
な
ら
」
や
「
அ

る
の
も
ѱ
い
し
」
と
ߟ
え
た
り

ͤ
ͣ
、
自
分
に
と
ỳ
て
ඞ
ཁ
な


か
ど
う
か
を
ߟ
え
ま
し
Ỷ

う
。
ड
け
औ
ỳ
て
も
׆
༻
し
な

い
の
で
あ
Ε

無
༻
の
長

に

΄
か
な
り
ま
ͤ
ん
。
ങ
い

を

す
る
ࡍ
も
同
様
で
す
。
ങ
う
ങ

い
か
͕
で
し
た
で
し
Ỷ
う
か
。

Ϧ
ϑ
ỿ
ー
ζ
に
つ
い
て
の
औ
り


Έ
を
、
ࠓ
ޙ
意
ࣝ
し
て
い
た

だ
け
た
ら

い
で
す
。

̧
は
一
日
に
し
て
な
ら
ͣ
。খ

さ
な
̧
を
ੵ
Έ
ॏ
Ͷ
、「
̐
̧
」に

し
て
い
き
ま
し
Ỷ
う
。

࣍
回
は
࠷
ऴ
回
、
ま
と
め
・

ν
ỻ
ỽ
Ϋ
ฤ
を
掲
載
༧
定
で
す
。

࢈
લ
࢈
ޙ
の

࢈
લ
࢈
ޙ
の

ࠃ
ຽ
年
ۚ
อ
ݥ
ྉ
͕

ࠃ
ຽ
年
ۚ
อ
ݥ
ྉ
͕

໔
আ
͞
Ε
·
͢
ʂ

໔
আ
͞
Ε
·
͢
ʂ

４
Ｒ
っ
て
何
？
～
リ
フ
ュ
ー
ズ
編
～

わ
な
い
の
બ

は
、
そ
Ε
͕
ඞ

ཁ
か
ど
う
か
で

அ
し
ま
し
Ỷ

う
。「
҆
い
か
ら
」
や
「


に

な
ỳ
て
い
る
か
ら
」を
ཧ
༝
に
、

ෆ
ཁ
な

を
ങ
ỳ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
ؾ
を

け
ま
し
Ỷ
う
。

��



ઇ
が
あ
ま
り
߱
ら
ͣ
ॿ
か
っ

て
い
る
ࠓ
年
の
ౙ
で
す
が
、
こ

の
߸
が
出
る
頃
は
た
͘
さ
ん
ੵ

も
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
ͤ

ん
。
פ
い
日
は
や
ま
な
Έ

の

Թ
か
い
お
෩
࿊
に
ೖ
っ
て
ஆ

ま
っ
て
͘
だ
さ
い
。

二
月
の
৯
ಊ
ϑ
ỻ
Ξ
と
し
ま

し
て
ủ
あ
ん
か
͚
ϑ
ỻ
Ξ
Ứủ
大

ࠜ
と
ڕ
の
Ξ
ϥ
ࣽ
ఆ
৯
Ứủ
פ
の


༻
ӑ
う
な
က
ϑ
ỻ
Ξ
Ứ
を
։

࠵
し
て
い
ま
す
。
あ
ん
か
͚
ϑ

口
呼
吸
の
リ
ス
ク

口
ݺ
ٵ
は
ඓ
ݺ
ٵ
と
ൺ

、

໔
Ӹ
に
も
大
き
な
Ө
ڹ
が
あ
り

ま
す
。

ඓ
水
は
一
日
に

�
̡
分
ൻ

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ͦ
の
う
ͪ

ࣣ
ׂ
が
ඓ
を
通
る
空
気
の
Ճ
࣪

に
ͭ
か
Θ
れ
て
い
ま
す
。
ͦ
の

ޮ
Ռ
で
、
ഏ
に
ೖ
る
頃
に
は
Ճ

Թ
さ
れ
る
上
に
࣪

は

ʓ
ˋ

に
も
な
り
ま
す
。し
か
し
、口
ݺ

ٵ
の

߹
は
ס
い
た
ྫྷ
た
い
空

気
が
ͦ
の
ま
ま
ഏ
に
ೖ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
໔
Ӹ
の

か
ら

も
ܾ
し
て
ྑ
い
と
は
い
͑
ま
ͤ

ん
。
さ
ら
に
ඓ
ݺ
ٵ
で
は
ඓ
ໟ

や
ඓ
水
が
ϑ
ỹ
ϧ
λ
ồ
と
な
り

空
気
中
の
΄
こ
り
や

Π
ϧ

ε
・
ࡉ
ە
を
防
͗
ま
す
が
、口
ݺ

ٵ
の

߹
は
μ
Π
Ϩ
Ϋ
τ
に
体

内
に
ೖ
っ
て
͘
る
た
め
෩
अ
や

Π
ϯ
ϑ
ϧ
Τ
ϯ
β
な
ど
の
原
Ҽ

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
ߢ
内
に
お
い
て
口
ݺ
ٵ
が



と
な
る
の
は
、
口
ݺ
ٵ
が

口
ߢ
内
の
ס
૩
に
ͭ
な
が
る
た

め
で
す
。

お
߀
ਃ
で
ご
ར
༻
い
た
だ
͘
ご

ԅ
ձ
で
は
ඒ
৯
ձ
੮
ϓ
ϥ
ϯ
を

ご
༻
意
し
て
い
ま
す
。
࢛
छ
ྨ

の
中
か
ら
ು
を
お
બ
ͼ
い
た
だ

き
、
ྔ
よ
り
࣭
の
ձ
੮
ྉ
理
を

お
ָ
し
Έ
͘
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
春
の

Ի
は
ฉ
こ

͑
て
དྷ
な
い
よ
う
で
す
が
、
体

ௐ
や
ं
の
ӡ
స
に
ご

意
し
て

お
ա
ご
し
͘
だ
さ
い
。

皆
༷
の
ご
དྷ

৺
よ
り
お


ͪ
し
て
お
り
ま
す
。

　
口
ߢ
内
が
ס
૩
す
る
こ
と
で

ଣ
ӷ
が
分
ൻ
さ
れ
に
͘
͘
な

り
、
さ
ら
な
る
ס
૩
を
ಋ
い
て

し
ま
い
ま
す
。
ͦ
う
な
る
と
ଣ

ӷ
に
よ
る
防
御
ػ

が
ऑ
͘
な

る
た
め
、
口
ߢ
内
で
ࡉ
ە
が
᷷

৩
し
や
す
͘
な
り
ま
す
。
ͦ
の

݁
Ռ
、う
ৰ
・
ࣃ
प
ප
が
ਐ
行
し

や
す
͘
な
り
、
ま
た
口
ߢ
内
の

ࡉ
ە
が
૿
͑
る
こ
と
で
口
ष
も

き
ͭ
͘
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

ଟ
い
で
す
。

　
口
ݺ
ٵ
が
վ
ળ
で
き
れ

一

൪
で
す
が
、う
ৰ
・
ࣃ
प
ප
予
防

の
؍

か
ら
は
、
ま
ͣ
は
口
ߢ

内
の
ס
૩
状
ଶ
を
防
͙
こ
と
が

ϙ
Π
ϯ
τ
に
な
り
ま
す
。
ͦ
こ

で
、
口
ߢ
࣪
५
ࡐ
を
活
༻
し
て

ס
૩
状
ଶ
を
防
い
だ
り
、
ચ
口

ӷ
で
ࡉ
ە
ൟ
৩
を

͑
た
り
す

る
こ
と
が
ޮ
Ռ
త
で
す
。

ϥ
ϯ
ε
に
よ
っ
て
ܾ
ま
り
ま
す
。

口
ݺ
ٵ
を
続
͚
て
い
る
と
৶

ま
Θ
り
や

の
ے

の
正
ৗ
な

ό
ϥ
ϯ
ε
が
่
れ
て
内
ଆ
の
ѹ

力
が
ڧ
͘
な
る
こ
と
で
ࣃ
が
৶

ଆ
へ

ࣼ
し
、い
Θ
Ώ
るủ
出
っ

ࣃ
Ứ
と
い
っ
た
状
ଶ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
ೕ
ࣃ
だ

͚
で
な
͘
Ӭ
久
ࣃ
で
も
ى
こ
る

た
め
৹
ඒ
໘
で
も
Ө
ڹ
を
ٴ
΅

し
ま
す
。

ᄐ
߹
が
ѱ
͘
な
る
こ
と
で
ᄇ

ᅣ
ػ

も

Լ
し
て
し
ま
う
た

め
、ᅞ
Լ
ো
害
や
消
Խ
ো
害
に
も

ͭ
な
が
る
Մ

ੑ
が
あ
り
ま
す
。

৹
ඒ
໘
や
ᄇ
ᅣ
ػ

と
い
っ

た
一
࣌
త
で
は
な
͘
、
成
長
ա

ఔ
や
大
人
に
な
っ
た
ޙ
に
も
Ө

ڹ
す
る
内
༰
で
あ
る
こ
と
か

ら
、う
ৰ
・
ࣃ
प
ප
を
防
͙
と
い

う
؍

だ
͚
で
な
͘
ૣ
め
に
口

ݺ
ٵ
を
վ
ળ
し
て
お
き
た
い
と

こ
Ζ
で
す
。

�

生
坂
村
ࣃ
Պ

ྍ
ॴ

ࣃ
ỳ
ͽ
ồ
ͨ
͍
Ή

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ಛ
ʹ
ؾ
Λ

͚
ͨ
͍

ࢠ
ڙ
ͷ
ޱ
ݺ
ٵ

ࢠ
ڙ
の

߹
、
口
ߢ
内
の
ס

૩
や
う
ৰ
・
ࣃ
प
ප
Ϧ
ε
Ϋ
だ

͚
で
な
͘
ࣃ
ྻ
や
ᄐ
߹
へ
の
Ө

ڹ
も
৺

で
す
。

ࣃ
の
Ґ
ஔ
は
৶
や

の
ے


に
よ
る
֎
ଆ
か
ら
の
ѹ
力
の
ό

⃝

༗

ั
֫
ͱ
ङ
ྌ
ͷ
ҧ
͍

ɹ
ɹ
ɹ
ɹừੜ
ࡔ
ଜ
ͷ

߹
Ử

ỻ
Ξ
は
פ
い
ق
અ
に
ͽ
っ

た
り
の

ʑ
ϝ
χ
ỿ
ồ
で

す
。
ম
き
ͦ

、
ຑ
ം
က
、

お
か
ら
ϝ
ϯ
ν
ϋ
ϯ
ό
ồ

ά
ఆ
৯
の
三

は
ど
れ
も


ධ
で
す
。
Ξ
ϥ
ࣽ
ఆ
৯

は

ొ
へ
の
ٛ
援
ۚ

き

で
皆
༷
に
ご
ڠ
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。ま
た
、う
な

က
は
一
月
か
ら
の
࿈
続
ا

ը
で
す
。
ご
ར
༻
い
た
だ

い
た
皆
༷
あ
り
が
と
う
ご

͟
い
ま
し
た
。


り
ସ
͑
や

員
ձ
、

��



　
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
ௗ
्
ࡤ

の

උ
や
ݸ
体

ௐ

な
ど
の

ௗ
्
対
ࡦ
を
実
ࢪ
し
て
い
る
も

の
の
、
ະ
だ
に
χ
ϗ
ϯ
δ
Χ
や

Π
ϊ
γ
γ
に
よ
る

࡞
物
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
Ҭ
の
皆
༷
に
は
、

ൟ

ظ
が
࢝
ま
る
લ
に
、
ௗ
्
ࡤ
の


ݕ
を
実
ࢪ
す
る
と
と
も
に
、

༠
Ҽ
物
を
আ
ڈ
し
て
い
た
だ

き
、
ௗ
्
被
害
防
ࢭ
に
ご
ڠ
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

৵
ೖ

ࢭ
ࡤ

ͷ
ఆ
ظ
త
ͳ


ݕ

　
村
内
に
は
、
各
地
区
に
広
Ҭ

త
な
ௗ
्
防
ࢭ
ࡤ
を

二
ʓ
ᶳ

ઃ
ஔ
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
ઃ

ஔ
し
て
か
ら
一
ʓ
年
Ҏ
上
ܦ
ա

し
て
い
る
ࡤ
も
あ
り
、
ܦ
年
ྼ

Խ

で

に
݀
が
։
い
た
り
、

्
に
よ
り
ࡤ
の
Լ
を
め
͘
ら
れ

て
ೖ
ら
れ
て
し
ま
う
ࣄ
ྫ
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
ࡤ
を

理
す
る
皆

さ
ん
に
は
、
ఆ
ظ
త
に
ݟ
ճ
り

を
実
ࢪ
し
て
い
た
だ
き
、
ഁ
ଛ

Օ
ॴ
の
修
સ

ద
正
な

理
を

お
願
い
し
ま
す
。

⃝

ྌ
༑
会
ͱ
ङ
ྌ
໔
ڐ

　
村
で
は
、
ྌ
友
ձ
へ
ೖ
ձ
し

༗
害
ௗ
्
ั
֫
活
動
に
ै
ࣄ
し

て
い
た
だ
͚
る
ํ
の
ङ
ྌ
໔
ڐ

औ
ಘ
や
、
ߋ
新
に
か
か
る
一
部

ܦ
අ
に
対
し
て
ิ
ॿ
を
実
ࢪ
し

て
い
ま
す
。

　
ྌ
友
ձ
の
活
動
は
、
༗
害
ௗ

्
の
ۦ
আ
を
は
じ
め
、
ߨ
श
ձ

や
ݚ
修
ձ
、
ௗ
्
の
ڙ
ཆ
、
ࣹ

ܸ
大
ձ
へ
の
出


を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ձ
員
に
な
る
こ
と
で
、
ङ
ྌ

ొ

に
か
か
る
අ
༻
や
保
ݥ
ྉ

の
ݸ
人
ෛ
୲
が
ແ
͘
な
り
、
͘

͘
り
᠘

の
ྌ
۩
に
ͭ
い
て
も

一
部
支
څ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
༗
害
ௗ
्
ۦ
আ
に
ै

ࣄ
し
て
ௗ
्
を
ั
֫
さ
れ
た


߹
は
、
村
か
ら
ใ

ۚ
を
お
支


い
い
た
し
ま
す
。

　
ڵ
ຯ
の
あ
る
ํ
や
、
ೖ
ձ
を

ر

さ
れ
る
ํ
は
、


ৼ
ڵ

՝
ま
で
ご
࿈
བྷ
͘
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
ࣣ
年

の
দ
本

地
区
ङ
ྌ
໔
ڐ
ࢼ
ݧ
の
日
ఔ
は

ܾ
ま
り
次
第
प

い
た
し
ま
す
。

⃝

ଜ
ͷ
ิ
ॿ
ۚ

　
ݸ
人
や
地
Ҭ
で
ઃ
ஔ
す
る
ௗ

्
防
আ
ػ
۩
に
対
し
て
の
ิ
ॿ

を
実
ࢪ
し
て
い
ま
す
ݸ。
人
で
の

ઃ
ஔ
や
、
区
や
ৗ
ձ

で
ઃ
ஔ

す
る
ࡍ
に
ご
活
༻
͘
だ
さ
い
。

⃝

༗

ั
֫
ͱ
ङ
ྌ
ͷ
ҧ
͍

ɹ
ɹ
ɹ
ɹừੜ
ࡔ
ଜ
ͷ

߹
Ử

˞
ແ
ڐ
Մ
で
ௗ
्
を
ั
֫
す
る

こ
と
は
๏

で
ې
ࢭ
さ
れ
て

い
ま
す
。

⃝

ඃ

ʹ
ૺ
Θ
Ε
ͨ

߹

　
村
で
は
、ௗ
्
の
出

状
گ
や

被
害
状
گ
を
ू
ܭ
し
て
い
ま
す
。

　
ࣄ
ۀ
を
ޮ
Ռ
త
に
実
ࢪ
す
る

た
め
に
も
、

࡞
物
被
害
に
ૺ

Θ
れ
た
ํ
や
α
ϧ
や
Ϋ
Ϛ
を


ܸ
し
た
ࡍ
は
、

ৼ
ڵ
՝（
ὸ

六
ô

三
一
一
二
）
ま
で
ご
࿈

བྷ
͘
だ
さ
い
。

ௗ
्
ର
ࡦ

ɹỖ
ε
τ
ỽ
ϓ
ௗ
्

Ỗ

ௗ
्
ର
ࡦ

ɹỖ
ε
τ
ỽ
ϓ
ௗ
्

Ỗ

ɹ֨ࢿ ඞཁͳखଓ͖ ॴɾظ࣌

༗֫ั ڐଇͱͯ͠ङྌ໔ݪ
Λ༗͢Δऀ

ͷ֫ัɺଜΑΓ༗ݝ
ՄΛड͚ͨऀڐ

ʪॴʫੜࡔଜશҬ
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ͨ͠ऀ
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児
童
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
で
走
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
毎
年
恒
例
の「
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー

ク
」を
、三
月
二
六
日（
水
）に
行

い
ま
す
。

　
今
年
も
児
童
館
か
ら
草
尾
上

野
を
経
由
し
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
目
指
し
、
下
ノ

田
～
昭
津
～
児
童
館
へ
戻
る
、

往
復
距
離
八
八
〇
〇
ｍ
の
コ
ー

ス
の
予
定
で
す
。（
※
道
路
工
事

の
都
合
に
よ
り
コ
ー
ス
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）　

　
お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お

家
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
春
が
来
た
よ
ろ
こ
び
を
感
じ

な
が
ら
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
愉

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　
参
加
希
望
の
方
は
、
所
定
の

用
紙
に
ご
記
入
、
も
し
く
は
お

電
話
で
ご
連
絡
の
上
、
児
童
館

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ

　
児
童
館
　

　
☎
六
九ô

三
〇
五
〇

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
幼
稚
園
の
頃
の
ク
リ
ス
マ
ス

の
朝
、枕
元
に
置
い
て
あ
っ
た
大

き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
を
見
つ
け
た

時
の
光
景
は
五
〇
年
以
上
前
の

出
来
事
な
の
に
は
っ
き
り
と
覚

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
舌
の
記
憶
」と
い
う
の

は
あ
る
時
ふ
い
に
思
い
出
す
記

憶
の
鍵
。

　
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
記

憶
が
、別
の
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
た
と
き
に
思
い
出
す
。

記
憶
の
き
っ
か
け
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、生
坂
村
に
来
村
し

た
方
々
が
生
坂
村
を
忘
れ
ず
に

そ
し
て
何
か
の
き
っ
か
け
で
思

い
出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
コ
ト
、

モ
ノ
や
ヒ
ト
で
体
験
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
ま
だ
ま
だ
や
れ
て
い
な
い

こ
と
、気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
フ
ル
回
転

で
今
年
は
突
っ
走
り
ま
す
。
　

『
今
年
の
テ
ー
マ
は

『
今
年
の
テ
ー
マ
は

記
憶
の
き
っ
か
け
づ
く
り
』

記
憶
の
き
っ
か
け
づ
く
り
』

二
〇
二
五
年
も
す
で
に
二
ヶ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。生

坂
村
に
移
住
し
て
三
回
目
の
冬

は
寒
さ
が
穏
や
か
。こ
れ
も
温
暖

化
に
よ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
？
今
年
の
冬
将
軍
対
策
も
こ

た
つ
の
中
に
潜
り
込
ん
で
過
ご
す

こ
た
つ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
の
駅
長
で
す
。

こ
こ
数
年
は
、歳
を
と
る
に
つ

れ
記
憶
力
が
ど
ん
ど
ん
衰
え
て

う
っ
か
り
忘
れ
が
頻
発
。

　
記
憶
と
い
う
の
は
曖
昧
な
こ

と
が
多
く
、美
化
し
た
り
そ
の
反

対
だ
っ
た
り
…

　
そ
ん
な
記
憶
に
も『
嬉
し
い
』

や『
美
味
し
い
』が
加
わ
る
と
忘

れ
ず
に
覚
え
て
い
る
こ
と
が
多

私
は
三
年
前
に
愛
知
県
か
ら

生
坂
村
に
移
住
し
、
か
あ
さ
ん

家
で
は
毎
年
一
月
か
ら
三
月
の

間
だ
け
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。か
あ
さ
ん
家
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
に
は
毎
年
温
か
く

迎
え
て
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

は
じ
め
は
信
州
の
冬
の
寒
さ

と
光
熱
費
の
高
さ
に
震
え
て
い

ま
し
た
が
、ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン

を
か
け
た
部
屋
で
こ
た
つ
に
浸

か
り
、
湯
た
ん
ぽ
で
布
団
を
温

め
つ
つ
三
度
目
の
冬
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

私
は
、
食
堂
で
の
接
客
と
直

売
所
で
の
レ
ジ
を
担
当
し
て
い

ま
す
。冬
真
っ
た
だ
中
の
こ
の
時

期
、
か
あ
さ
ん
家
の
食
堂
で
は

熱
々
の
煮
込
み
う
ど
ん
や
、
と

う
じ
う
ど
ん
の
注
文
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、う
ど

ん
の
ほ
か
に
も
、
か
あ
さ
ん
味

噌
を
使
っ
た
煮
魚
や
お
か
ら
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
の
入
っ
た
定
食
も

あ
り
ま
す
。中
で
も
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
の
山
賊
焼
き
は
、
お
客
様

に
ご
提
供
す
る
際
に
よ
く
感
嘆

の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。

直
売
所
で
は
、
食
堂
で
使
わ

れ
て
い
る
か
あ
さ
ん
味
噌
や
か

あ
さ
ん
豆
腐
も
販
売
し
て
い
ま

す
。お
食
事
の
後
に
は
、直
売
所

に
も
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、

か
あ
さ
ん
家
の
味
を
ご
家
庭
で

も
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

一
月
か
ら
二
月
は「
思
い
や
り

月
間
」と
し
て
、七
五
歳
以
上
の

方
に
は
麺
類
一
〇
〇
円
引
き
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
他
の
割
引
と
の
併
用
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。）

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ

き
ま
し
ょ！

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

三
年
目
の
冬
、

 

か
あ
さ
ん
家
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

か
あ
さ
ん
家

　
掛 
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幸 
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ು
ྉ
理
が
お
い
し
い
ق
અ
に
な
り

ま
し
た
。
す
き
ম
き
、
水
ਬ
き
、
ͪ

Ỵ
ん
こ
ು
と
い
Ζ
い
Ζ
あ
り
ま
す
Ͷ
。

Ψ
ε
ί
ϯ
ϩ
や
ి
気
を
༻
い
た
ௐ

理
ث
۩
（
ώ
ồ
λ
ồ
式
・̞
̝
式
）は

ௐ
理
に
ܽ
か
ͤ
ま
ͤ
ん
。ௐ
理
ث
۩

が
関

す
る
火
災
は
ຖ
年
火
災
発

生
原
Ҽ
の
上
Ґ
を

め
、な
か
で
も

ủ
ί
ϯ
ϩ
の
消
し

れ
Ứ
に
よ
る
天


ら
༉

か
ら
の
出
火
が
ଟ
͘
ใ
ࠂ

さ
れ
て
い
ま
す
。

ௐ
理
中
は
ௐ
理
ث
۩
か
ら

れ
な

い
よ
う
に
し
、や
Ή
を
͑
ͣ

れ
る
ࡍ

に
は
火
を
消
し
て
͘
だ
さ
い
。
ௐ
理

Ҏ
֎
の
こ
と
に
気
を
औ
ら
れ
て
ௐ
理

ث
۩
を

っ
て
い
る
こ
と
を

れ
て

し
ま
う
と
いっ
た
火
災
も
ߟ
͑
ら
れ

ま
す
。ま
た
、火
を
ѻ
Θ
な
い
た
め
҆

Ԍ
ੑ

の
あ
る
Τ
ϓ
ϩ
ϯ
や
Ξ
ồ
Ϝ
Χ

ό
ồ
を

༻
し
、ί
ϯ
ϩ
の
Ԟ
に
ௐ
ຯ

ྉ
な
ど
を
ஔ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

Ỷ
う
。（
一二
月
߸
に
ৄ
し
͘
ࡌ
って
い

ま
す
。）

ừ
ॅ

༻
Ր
ࡂ
ܯ
ใ
ث
ͷ
ઃ
ஔ
Ử

　

ॴ
に
ઃ
ஔ
で
き
る
ॅ

༻
火

災
ܯ
ใ
ث
を
ઃ
ஔ
す
る
こ
と
で
、火

災
を
ૣ
ظ
に

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
ॅ

༻
火
災
ܯ
ใ
ث
は
ઃ

ஔ
が
ٛ
務
Խ
さ
れ
て一ʓ
年
Ҏ
上
ܦ

ͪ
ま
す
。ి
池
や
ػ
ث
の
ަ

が
必

要
な

߹
が
あ
り
ま
す
の
で

ݕ

を
行
って
͘
だ
さ
い
。

ừ
Ո
ఉ
༻
消
Ր
ث
ͷ

༻
Ử

　
天

ら
༉

に
火
が
ೖ
っ
た


߹
、ೞ
れ
た
λ
Φ
ϧ
で
ು
を
;
さ
い
で

消
火
す
る
ํ
๏
が

հ
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
大
ม
ة
ݥ
で

す
。
天

ら
༉
火
災
に
ద
し
た
Τ
Ξ

κ
ồ
ϧ
式
؆
қ
消
火
ث
や
、
家
ఉ
༻

の
消
火
ث
が
あ
る
と
よ
り
ޮ
Ռ
త

に
消
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消

火
の
ࡍ
は
ආ

࿏
を
֬
保
し
た
上

で
行
って
͘
だ
さ
い
。

　
ま
だ
ま
だ
פ、
い
࣌
ق
が
続
き
ま

す
。
火
災
予
防
と
体
ௐ

理
に
お

気
を

͚
͘
だ
さ
い
。

˙
お

い
߹
Θ
ͤ
ઌ

দ
本
広
Ҭ
消
防
ہ
໌
Պ
消
防
ॺ

ὸ
六
二ô

二


二

શ
と
思
Θ
れ
る
ి
気
を
༻
い
た
ௐ
理

ث
۩
で
の
火
災
も
ใ
ࠂ
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
各
ௐ
理
ث
۩
で
の

意
ࣄ
߲

な
ど
を
も
う
一
֬
ೝ
し
ま
し
Ỷ
う
。

ừ
Ψ
ε
ί
ϯ
ϩ
Ử

・
̨
̞
η
ϯ
α
ồ
（
Թ

η
ϯ
α
ồ
）


き
の
物
を

༻
し
ま
し
Ỷ
う
。
こ

の
̨
̞
η
ϯ
α
ồ
は
平
成
二
े
年
े

月
Ҏ
߱
に
ൢ
ച
さ
れ
た
ί
ϯ
ϩ
の
શ

て
に

උ
さ
れ
て
い
ま
す
。̨
̞
η
ϯ

α
ồ
が
࡞
動
す
る
よ
う
ು

の
α

Π
ζ
、
༉
の
ྔ
を
ϝ
ồ
Χ
ồ
で
ࢦ
ఆ

す
る
と
お
り
と
し
、̨
̞
η
ϯ
α
ồ

部
の
য
͛
や
Ԛ
れ
を
औ
り
আ
͘
こ

と
が
大

で
す
。

ừ
ి
ؾ
Λ
༻
͍
ͨ
ௐ
ཧ
ث
۩
Ử

・
ώ
ồ
λ
ồ
式
の
ௐ
理
ث
۩
で
は
、

҆
શ

ஔ
（
ա

、
空
ข
き
防
ࢭ


）

き
の
物
を

༻
し
ま
し
Ỷ

う
。
ま
た
、ώ
ồ
λ
ồ
部
に
;
き
ん
な

ど
の
೩
͑
や
す
い
も
の
が
৮
れ
な
い

よ
う
に
し
て
͘
だ
さ
い
。

・
̞
̝
式
の
ௐ
理
ث
۩
で
は
、ϝ
ồ
Χ

ồ
で
ࢦ
ఆ
し
た
ು
、
༉
の
ྔ
を

༻

し
な
͚
れ

、
҆
શ

ஔ
が
࡞
動
ͤ

ͣ
火
災
に
ࢸ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ừ
ͦ
ͷ
ଞ
ڞ
௨
ࣄ
߲
Ử

・
ί
ϯ
ϩ
प
り
を

আ
し
、
清
ܿ
を

保
ͪ
、प
り
に
;
き
ん
、新
ฉ
、༉


を
ஔ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
Ỷ
う
。

・
ண
ҥ
へ
の
ண
火
を
防
͙
た
め
、
防

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

˕
一
݄
ͷ
໌
Պ
ߴ
ߍ




౷
ͷ
ϫ
ỽ
Ϋ
ε
͕
͚

　
໌
Պ
高
校
に
お
越
し
に
な
っ

た
皆
さ
ん
は
一
༷
に
、ຏ
き
こ
ま

れ
た
চ
の
輝
き
に
ڻ
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、։
校
Ҏ
དྷ

࢛
ʓ
年
に

Θ
た
っ
て
ຏ
き
こ
ま
れ
て
き
た
、


౷
の
ϫ
ỽ
Ϋ
ε
が
͚
の
た
ま

も
の
で
す
。

ຖ
年
三
ճ
、生
ె
ࣗ
身
の
ख
で

行
っ
て
い
ま
す
が
ࠓ、
年
三
ճ


の
࡞
ۀ
を
一
ࣣ
日
の
ޕ
ޙ
に
実

ࢪ
し
ま
し
た
。

ま
ͣ
、
ڭ
ࣨ
内
か
ら
ص
や
い

す
、ϩ
ỽ
Χ
ồ
な
ど
を
࿓
Լ
に
Ҡ

動
さ
ͤ
、
き

আ
を
し
た
の
ͪ

に
、চ
の
Ԛ
れ
を
ࡶ
ۊ
で
き
れ
い

に
১
き
औ
り
ま
す
。

ͦ
の
ޙ
、Ϟ
ỽ
ϓ
で
ϫ
ỽ
Ϋ
ε

を
ബ
͘
ృ
り
৳

し
て
、三
࣌
間

΄
ど
か
͚
て
ϫ
ỽ
Ϋ
ε
が
ס
͘
の

を

ͪ
ま
す
。ཌ
ே
ص、
な
ど
を

ڭ
ࣨ
内
に
Ҡ
動
し
て

ྃ
で
す
。

ঢ
߱
口

લ
の
࿓
Լ

は
、
ઐ
༻

の
ಓ
۩
を


っ
て
ຏ

き
上
͛
ま

し
た
。と
て
も
き
れ
い
に

上
が

り
、気
࣋
ͪ
の
い
い
空
間
に
な
り

ま
し
た
。



໌
Պ
ߴ
ߍ
Λ
ޠ
Δ
会 

։
࠵

　
ࠓ
年
で
一

ճ

と
な
るủ
໌

Պ
高
校
を
ޠ
る
ձ
Ứを
、本
校
生

ె
ձ
ओ
࠵
の
行
ࣄ
と
し
て
二
ീ

日
に
։
࠵
し
ま
し
た
。

こ
の
ձ

は
、
໌
Պ
地

Ҭ
で
༷
ʑ
な

活
動
に
औ
り


ん
で
い

ら
っ
し
Ỵ
る

ํ
ʑ
を
དྷ
ෂ

と
し
て
お
ট
き
し
て
、高
校
生
と

一
緒
に
໌
Պ
高
校
の
ࠓ
と
こ
れ

か
ら
に
ͭ
い
て
意
ݟ
ަ

を
す

る
こ
と
を

త
と
し
て
、ຖ
年
։

࠵
し
て
い
ま
す
。

ࠓ
年
の
ά
ϧ
ồ
ϓ
౼
ٞ
の

ς
ồ
Ϛ
は
、ᶃ

ཱ
࢛
ʓ
प
年
に


͚
て
、ᶄ
དྷ
年

จ
Խ
ࡇ
に
ͭ

い
て
、ᶅ
本
校
の

ใ
発
৴
に
ͭ

い
て
、ᶆ
本
校
で
の
学
श
に
ͭ
い

て
、ᶇ
空
き
ڭ
ࣨ
の
活
༻
に
ͭ
い

て
。

ᝦ
と


ࢴ
を

っ
て
の

Ξ
Π
σ
Ξ
出
し
と
意
ݟ
ަ

が
、

と
て
も
活
発
に
行
Θ
れ
ま
し
た
。

（
จ

　
ڭ
಄
　

Լ
　

）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈調理器具を原因とする住宅火災の予防〉

2�
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みんなで考えよう！
第11回

身近なジェンダー

ぞく

続

ϧ
の
ࣗ
༝
や
ଟ
༷
ੑ
が
੍
限
さ

れ
て
し
ま
う
ࣄ
で
、
人
生
の
બ


に
も
Ө
ڹ
を
༩
͑
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
ಛ
に
ए
い
ঁ
ੑ
や
ए
者
の
地

ํ

れ
は
ݦ
ஶ
で
す
。
長
野
ݝ

のủ
ঁ
ੑ
・
ए
者
か
ら
બ

れ
る

ݝ
ͮ
͘
り
Ứ
で
は
、
ࢠ
育
て


ڥ
・
ಇ
き
や
す
い
৬

・
ए
者
と

の
ͭ
な
が
り
、
の
ω
ỽ
Ϋ
に
は

ủ
意
識
վ
ֵ
・
ࣾ
ձ
׳
行
を
ม
͑

る
Ứ
が
あ
り
ま
す
。

　
ࠓ
ま
で
の

た
り
લ
を
ݟ


し
て
い
͘
こ
と
も
必
要
で
す
Ͷ
。

さ
す
が
に
ݱ
ࡏ
は
、こ
の
Ϛ
ϯ

Ψ
の
よ
う
な
ࣄ
は
΄
΅
ແ
い
と

思
Θ
れ
ま
す
が
、
ಛ
༗
の
׳
श

や
Ձ

؍
が
ࠜ
ڧ
͘

り
、ủ
こ

う
あ
る

き
Ứ
と
い
う

ׂ
の

た
め
に
、
生
き
ͮ
ら
さ
を
感
じ

る
ࣄ
も
গ
な
͘
あ
り
ま
ͤ
ん
。

　
地
ํ
の
ঁ
ੑ
や
ए
者
が
地
元

か
ら
出
て
行
͘
要
Ҽ
の
一
ͭ
に

ủ
田
ࣷ
の
׳
श
の
റ
り
Ứが
あ
り

ま
す
。ứ
家
Ừ
や
家

長
త
な
Ձ


؍
で
の
Շ
や
ঁ
ੑ
の

ׂ
、

ま
た
、
ࣗ
治
ձ
や
地
Ҭ
行
ࣄ
の

意
思
ܾ
ఆ
は
உ
ੑ
中
৺
で
あ
る

こ
と
が
ଟ
͘
、
ϥ
Π
ϑ
ε
λ
Π

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）
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生坂村ホームページ

◆◆
お
悔
や
み

お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
◆◆

腰
原

　清
志
さ
ん（
85
歳

　日

　岐
）

丸
山

　博
子
さ
ん（
96
歳

　下
生
坂
）

𠮷𠮷
𠮷

　秀
典
さ
ん（
90
歳

　下
生
坂
）

「
َ
は
ಀ
げ
て
ど
͜
に
行
ỳ
た

の
か
な
ʁ
」「
ڈ
年
の
َ
と
は

ҧ
ỳ
た
よ
⽏
」と
、し

ら
く

َ
の

で
も
ち
き
り
の
ࢠ
ど

も
た
ち
で
し
た
。

　
以
上
ࣇ
Ϋ
ϥ
ε
͕
Έ
ん
な

で
ϥ
ン
ν
ル
ー
Ϝ
で
౾
を
ᖱ

り
、౾
ശ
に
ᖱ
ỳ
た
౾
を
ೖ
Ε

て
、Ϋ
ϥ
ε
ご
と
に
自
分
た
ち

で
࡞

し
た
َ
の
໘
を
か
Ϳ

り
、
༡
ٔ
ࣨ
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　
َ
͕
དྷ
る
લ
に「
َ
の
パ
ン

π
」の
ମ
ૢ
を
し
て
、େ
き
な


で「
َ
は
֎
、
は
内
」
と

౾
ま
き
の
࿅
श
も
し
ま
し
た
。

「
ࠓ
年
の
َ
は
ど
͜
か
ら
ݱ
Ε

る
の
か
ʁ
ڈ
年
は
ε
ς
ー
δ

ɹ
生
坂
อ
ҭ
Ԃ
Ͱ

ỏ二
݄
三
日（
݄
）ʹ
౾
·
͖
Λ
ߦ
͍
·
͠
ͨ
Ố

か
ら
དྷ
た
よ
Ͷ
」と

ち
ߏ
え

て
い
る
と
、࿓
Լ
か
ら「
υ
ン

υ
ン
⽏
」と
େ
き
な

Ի
͕
ฉ

͜
え
て
、େ
き
な

َ
͕
ొ


し
ま
し
た
。

　
ࢠ
ど
も
た
ち
は
༐
ؾ
を
ग़

し
て
َ
に
ཱ
ち

か
い
、「
َ

は
～
֎
」と
ݩ
ؾ
い
ỳ
ͺ
い
に

౾
を

げ
て
、َ
を

い

ỳ

て
く
Ε
ま
し
た
。「
َ
に
ෛ
け

な
か
ỳ
た
よ
」と
満

そ
う
で

し
た
。

　
َ
͕
ಀ
げ
て
行
ỳ
た
ޙ
も

生
坂
อ
ҭ
Ԃ

ɹ౾
·
͖

生
坂
อ
ҭ
Ԃ

ɹ౾
·
͖

わが家の推しメン

我が家の白い天使

麦（２歳、日本スピッツ）
日岐/原田むつみさん 中林 咲

さ

穂
ほ

 ちゃん（0歳）
上生坂／洋太朗さん・咲季さん

こんげつの

いい顔


